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研究成果の概要（和文）：本研究では言語少数派の児童生徒に対する新たな教科学習支援の方法として、子ども
の母語を活用した学習支援を遠隔授業として行うことの可能性を追究した。分析の結果、国語教材文を扱った遠
隔型支援では多様な読みの活動が展開され、高度な思考操作や理解力、子どもの考えを誘発し思考を深める学習
課題が設定され、読むことだけでなく作文活動への展開も可能であった。そして母語支援者の教授行動の分析か
らは、このような学習課題は生徒の考えを引き出し、引き出した考えに新たな情報を付け加えるという、参加者
間のやりとりを基調とする授業展開の中で扱われていることが確認された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the possibility of remote classes that utilize the 
child's native language as new subject learning support for language-minority students. The analysis
 results showed that a wide variety of reading activities were developed in the remote support for 
Japanese language material texts. In addition, learning tasks were set up that triggered advanced 
thinking operations, comprehension skills, and deepened their thinking. It was possible to develop 
not only reading but also writing activities. The analysis of the teaching behavior of the native 
language assistants confirmed that these learning tasks are handled in the context of a class 
development based on interactions between the participants, in which students' ideas are elicited, 
and new information is added to the ideas.

研究分野：年少者日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果の意義として、(1) 遠隔型支援の可能性を追究することで、言語少数派の児童生徒を対象とし
た教科学習支援の新たな学びの場を開発する、(2) 母語支援者としての経験や実践知をもつ人材が、学業を終え
た後も継続的に学習支援に携わる道を開く、という二つの点が指摘できる。すなわち、「遠隔型の母語による学
習支援」の実施は、人材の活用と母語支援者の安定的な確保に加え、身近に母語支援者がいない地域においても
母語を活用した学習支援を可能にすることで教育に対する地域格差の解消につながるという意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本における「言語少数派の子ども」（外国から来て日本で暮らす、日本語を母語としない子

ども）に対する教科学習支援の方法に、子どもの母語を活用する取り組みがある。「教科･母語･

日本語相互育成学習モデル（以下、相互育成学習モデル）」（岡崎 1997）もその一つで、このモデ

ルに基づく学習支援では毎回の支援に「母語による学習」と「日本語による学習」の二つの場面

を含み、母語支援者が主導権を持って授業を進める場が設定されている。「母語による学習」場

面を設ける意義として、来日間もない子どもの教科学習への参加が可能となること、「日本語に

よる学習」に参加するための基盤を作ること、「日本語による学習」への意欲と自信をはぐくむ

こと、そして学習言語としての母語使用の場を確保できることが指摘されている（朱 2007）。 

しかし、「母語による学習」の実施に際しては、母語支援者の安定的な確保に課題を抱える。

従来、「相互育成学習モデル」における「母語による学習」場面は主に留学生が担ってきた。し

かし留学生の場合、支援を継続したいという意思はあっても、就職や帰国によって長期にわたる

支援が難しい。母語支援者の人材確保に向けて、子どもの母語ができる日本語母語話者（宇津木

他 2011）、地域の定住者（高梨 2016 など）、そして子どもの親（滑川 2015 など）が「母語によ

る学習」を担う事例も報告されているが、本研究では対面での支援に比べて時間や場所にとらわ

れない方法として遠隔型支援に注目する。 

 通常、双方向の遠隔授業はパソコンやタブレットを用い、画像と音声を伴う形で行われる。し

かし、言語少数派の子どもの場合、スマホは持っていても家庭にパソコンがなかったり、回線容

量の関係でスマホの利用は音声のみに限られる場合も多い。そこで本研究では「相互育成学習モ

デル」に基づく国語の学習支援において、「母語による学習」場面をスマホのアプリを利用した

遠隔授業として行うことの可能性を追究する。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、以下に示す研究課題の検討を通し、遠隔型の「母語による学習支援」の可能性を

追究する。 

(1) 母語を活用した遠隔型支援では、どのような読みの活動が行われ、どのような学習課題が扱

われているのか。また、読むことから書くことへの活動の拡がりは可能であるか。 

(2) (1)で明らかにした学習課題を、母語支援者はどのように扱って内容理解を進めているの

か、母語支援者の教授行動と復唱行動の観点から探る。 

 
３．研究の方法 
(1) 遠隔型支援は、週1回60分、支援者と対象生徒の自宅をスマホのアプリ（スカイプやWeChat）

で繋いで行う。対象教科は国語で、学年相応の国語教材文を母語に翻訳したものと、その教

材文を読み取るための学習課題を記したワークシートを用意し、支援者と子どもはそれら

を手元に置いて支援に臨む。 

(2) 遠隔型支援の実施及びデータ収集については、研究協力者や横浜市の公立中学校の協力を

得、学習支援における談話データを毎回録音して収集し、分析を行う。 

(3) 遠隔型支援を担当した母語支援者と参加生徒を対象に、各年度末に半構造化インタビュー

を行う。 

 
４．研究成果 

 本研究の成果を、「２.研究の目的」に示した二つの研究課題に沿って示す。 



(1) 「母語を活用した遠隔型支援では、どのような読みの活動が行われ、どのような学習課題が

扱われているのか。また、読むことから書くことへの活動の拡がりは可能であるか。」 

遠隔型の「母語による学習」では、スマホのアプリによる音声だけのやりとりであっても、

学年相応の国語教材文について多様な読みの活動が展開されていた。そして、これらの読みの

活動では、高度な思考操作や理解力を要求したり、子どもの考えを誘発し思考を深める学習課

題が数多く設定されていた。また、支援の中で書き上げた文章を子どもが撮影し、支援者に送

って共有することで、「読み」から「書き」へと活動を拡げる可能性も認められた。 

以上のことから、「相互育成学習モデル」における「母語による学習」場面を遠隔授業とし

て行うことには、まず、母語支援者のリソースの拡大という意味が指摘できる。すなわち、遠

隔型支援の実施は、かつて対面形式の「母語による学習」場面を担当した留学生が、卒業して

仕事や子育てなど時間的な制約がある中でも、再び学習支援に携わる道を開いたという点で

意味を持つと言えよう。また、母語によるサポート制度を持ちにくい少数散在地域において

も、場所を選ばない遠隔型支援は母語活用を実現する一つの手立てとして期待される。一方、

子どもの側から見れば、母語を活用した学習支援を受ける機会の拡大という意味を持つ。遠隔

型支援を受けることで、日本語力が不十分な時期であっても教科学習の継続が可能となり、そ

れは子どもの認知的な発達を支えることにもつながる。 

 

(2) 「(1)で明らかにした学習課題を、母語支援者はどのように扱って内容理解を進めている

のか。」 

遠隔型支援における母語支援者の「対話的な授業における教授行動」について分析した結果、   

「④表現させる」行為が最も多く、「③復唱する」「⑤付け加える」が続いた。次に、母語支援  

者の「③復唱する」行為を形状と機能の観点からとらえてみると、母語支援者は「言い換え／ 

受容」｢再現／受容｣の発話を中心に、｢語尾上昇／疑問・否定｣を時折交えながら復唱を行って  

いた。また、復唱の後続発話においては、＜受容＞＜言い換え＞＜再現＞の後に、支援者によ 

る「④表現させる」「ワキの生徒に質問する」や、生徒による「補足説明」「単純応答」の出現 

頻度が高かった。さらに、文学的文章を扱った支援では「発言を促す」が、説明的文章の支援 

では「評価」が多用されていた。 

 このことから「高度な思考操作や理解力」が求められる学習課題は、支援者による一方的な  

説明や解説ではなく、生徒の考えを引き出し、引き出した考えに新たな情報を付け加えるとい 

う、参加者間のやりとりを基調とする授業展開の中で扱われていることが明らかとなった。こ 

の点において、「母語による学習」がめざすところの、子どもは自由に操れる母語を使って自 

分の思考を言語化し、それを支援者に伝えることで支援者と内容上の交渉を行うこと（王 2016） 

が、音声のみで行われる遠隔型支援でも実現されていることが認められた。 

そして、生徒の考えを引き出す上で、授業者の＜受容＞や＜言い換え＞＜再現＞の復唱行動  

が重要な契機となっていることも認められた。母語支援者の役割の一つとして、王（2016）は  

「子どもが躓いた時にすぐ評価や正解を示さず、考える手掛かりを与えたり、代弁したりする 

といった『足場作り』の役割を果たすこと」（p85）を挙げているが、「言い換え／受容」｢再現  

／受容｣の復唱行動は、「足場作り」の一つであると把握される。特に、生徒の発言が届くたび、 

「聞こえた／受け取った」ことを音声言語化して伝える支援者の＜受容＞行為は、スマホを用 

いた音声だけのやりとりの中で「受け取ってもらった」という安心感を生徒に与え、次の発言 

に向けて背中を押しているとも言えよう。 

今後は、家庭の回線容量やパソコンの有無に左右されない形として、スマホを用いた音声だ



けのきわめてシンプルな形での遠隔型支援を、対象生徒の属性（学年段階や母語力など）、参加

人数、学習内容を変えながら実施し、その可能性と課題を検証することに加え、生徒たちはどの

ように考えを出し合うことでより高次の理解を構築しているのか、参加生徒の協働の様子をと

らえていくことや、「書くこと」を扱う場合の支援者の教授行動の検討も重要である。 
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